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『スペシャルオリンピックス(SO)』 とは、知的障がいのある人たちに、様々なスポーツトレーニングとその成果の発表の場である
競技会を、年間を通じ提供している国際的なスポーツ組織です。

2023年SO夏季世界大会・ベルリン

競泳 石坂梨紗さん バタフライで金メダル獲得‼

総合３位
アスリート部門１位
山田大地さん

７月８日(土) 宇都宮第二トーヨーボウル様において、EKSデー・ボウリング大会を行いました。
参加者121名､ 他ファミリーを含め、約160名が集まり、鈴木副会長の始球式の後、２ゲームを行い総合
得点で競い合いました。

総合優勝は、宇都宮南ロータリークラブの中野智之さん、２位/合田圭希さん、３位/山田大地さん。
アスリート部門では、１位/山田大地さん、２位/加藤美晴さん、
３位/薄井えりかさんのボウリングプログラムのメンバーでした。

始球式
鈴木副会長

(左から)
阿久津理事 たなかかなたさん(演歌歌手)
髙久会長 南ロータリークラブ 中野様

宇都宮第二トーヨーボウル 池田様

ユニス･ケネディ･シュライバーデー ボウリング大会

ドイツ・ベルリン



県障害福祉課長
上野 治久 様

市障がい福祉課
自立支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ係長
奈良部 貴宣 様

県障害者ｽﾎﾟｰﾂ協会
小金沢 茂 様

SON･栃木
ｱｽﾘｰﾄ委員長
合田 怜央さん

SON･栃木
競泳小山責任者
植竹富美代さん

SON･栃木
競泳宇都宮責任者
山田 洋子さん

▲宇都宮南ロータリークラブバンドの皆様

原田事務局長 石坂 梨紗選手

▲SO公式テーマ曲「YOUR SONG｣ と ｢手のひらを太陽に｣ の
踊りを初披露する競技チアの皆さん

2023年SO夏季世界大会･ベルリン
出場 石坂梨紗 壮行会2023年5月27日(土)

オリオン通りイベント広場

表敬訪問

福田富一県知事とナイチュー

県障害者スポーツ協会
麦倉仁巳名誉会長

6月8日(木)
県庁へ表敬訪問

13日～25日にドイツ・ベルリンで開催される
「スペシャルオリンピックス夏季世界大会」に
初出場する競泳の石坂梨紗さんは、８日、県庁
を訪れ、福田県知事「ベルリンで最高の記録を
残したい」と話した。
結果、50ｍバタフライで金メダル、男女混合

４×50ｍフリーリレーでは７位という成績をお
さめました。
帰国後、７月18日、福田県知事に結果報告の

ため、石坂さんが勤務するテクノセンター㈱
取締役センター長 福田浩治様と髙久会長､原田
事務局長、ファミリーの石坂さんが県庁を訪問
し、結果報告をしました。



林

鈴木

ドイツ・ベルリン

初めての世界大会出場という意味で期待と不安がありました。今ま
で家族海外旅行は、連続飛行時間６時間・時差４時間以内に制限した
上で、もっぱら赤道から北のアジア圏内の往来に終始してきました。
入出国手続や不眠・食欲不振、メンタル面等は選手団おまかせで問題
ないはず。但し、10時間以上の連続飛行と時差７時間＋サマータイム
と従来の倍以上の環境変化ですから体調を維持してゆけるのか？と言
う点が不安でした。幸い、大会前に数日のホストタウンプログラムが
設定されておりましたので、フランクフルトまでの航空移動を乗り切
れば、後は一種の時差・気候調整ができると予想していました。結果
的には、問題なく大会に臨めましたが、ホストタウンプログラムは非
常に有効と思いますので、今後も企画設定を期待します。

開会式：ベルリンオリンピックスタジアムで挙行されました。
ドームスタジアムではないので、後日のフィールド競技等が天候に影響され
そうな懸念を感じまたものの､開会式自体は満員の観衆や現地のVIPも参加さ
れて壮麗かつ圧巻でした｡顔見世程度で帰ってしまうVIP出席の多い日本のイ
ベントと異なり、大統領や首相等が最後まで残っていた点は感心しました。

日本競泳チームには次回までに２日間の完全オフ日がありました。
練習の合間にソーセージやポテト等の買い食い等をして、この間、
気分転換していたようです。(従来､梨紗は海外では自ら買い物を
しませんでしたが、今回は買い物に最低必要なドイツ語を教えて
おいたので､持参した小遣いで売店/出店等でユーロによる現金買
いができていたようです。自立性/柔軟性で成長が感じられ嬉しく
思います｡ 少し使いすぎたようしたが)

大会結果報告

決勝：以降、前述のようなトラブルは発生せず、気をとりなおしたのか？梨紗は奮起して梨紗はバタフラ
イで金メダルを獲得。他にも男子１名が銅メダル、女子１名が４位入賞､ ４名リレーでは見事な連携で７
位入賞に食い込めました。SOリレーは男女区別なしの混合。上位は ALL男子４名で出場してくるので、男
女２＋２の日本では太刀打ちが厳しい) 通してみれば、梨紗は背泳ぎ･バタフライ･クロールと３種類泳ぎ、

一定の成果を上げる事ができました。
私たちも市街中心部の教会や博物館

を、若干のウォーキング主体の観光も
する事ができ、全員無事帰国の途につ

きました。
（文:石坂信之）
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＜７月18日(火) 県知事へ報告＞

＜競泳競技＞ SSE会場で開始された競泳競技は、初日は進行が遅れながらも
大過なく推移しました。梨紗は、背泳ぎに出場。無事１位で通過する事がで
き、ホッとしました。しかしながら翌日プログラムに午前中と記載された背
泳ぎ準決勝には出場していないので、確認したところ、当日に背泳ぎのレー
スは無いと勘違いしていたコーチが隣接建屋のプールで練習させているうち
レースが終了してしまい、失格(棄権)となった事がわかりました。私は、起
きた過去は戻らないので、まだ始まったばかりの期間でもあり、この失敗は
一旦忘れて、本人はもちろん､他のチームメンバーに波及する不安･モチベ―

ションの低下防止や、失敗の再発防止最優先に全力で臨むようコーチ陣や他の関係ファミリーにお願いし
ました。

石坂梨紗さんが勤務しているテクノセンター
㈱の福田浩治様(写真右)も同行されました。
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<発行者>
特定非営利活動法人

スペシャルオリンピックス日本・栃木事務局
〒320-0046
栃木県宇都宮市西一の沢町8-22

栃木県林業会館内
TEL 028-612-1540 FAX 028-612-1541
e-mail son-tochigi@bc.wakwak.com
HP      https://son-tochigi.jimdo.com/

SON・栃木ではみなさんの参加をいつでも
待っています。 詳しくはHPをご覧ください。

正会員・賛助会員 随時募集中！
スペシャルオリンピックスの活動は、すべて会員の皆様の会費と
個人・企業・団体等からの善意の寄付でまかなわれています。

＜2023年度実施プログラム＞

○正 会 員 入会金（個人･企業・団体） 2,000円
年会費（個人） 5,000円

（企業・団体） 10,000円
○賛助会員 年 額（個人） １口 3,000円

（企業・団体） １口 10,000円

❤振込先 栃木銀行／御幸ヶ原支店：普通 No.3252971
足利銀行／本店：普通 No.4499193
栃木信用金庫／宇都宮営業部：普通 No.1234744
ゆうちょ銀行／店番号078：普通 No.3274048
ゆうちょ振込用紙／記号番号：00160-7-584065

❤口座名
特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本・栃木

会長 髙久和男（タカク カズオ）

バスケットボール

卓球競泳陸上

ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄアルペンスキー

ボウリング

競技チア (ダンス)

ホンダモビリティランド
労働組合よりご寄付

6月23日(金)ホンダモビリティランド
労働組合 書記次長兼もてぎ分会 分会
長の上野圭美様(他2名)が事務局に来所
されました。
ホンダモビリティランド労働組合様

には、2017年から毎年ご寄付をいただ
いております。活動費として大切に使
わせていただきます。

ありがとうございました。

『第42回栃木県卓球選手権大会』

＜結果＞

＊リーグ戦(男女混合)
○知的障害Ｓ
１位/櫻井 伸彬
３位/薄井えりか

○知的障害Ａ
３位/石坂 梨紗
５位/木津 英音

○知的障害ＡＢ
３位/山田 大地

○知的障害Ｂ
２位/松本 和也

○知的障害ＢＣ
１位/櫻井あやめ

○知的障害Ｃ
１位/瀬口 大希
２位/白田 哲崇

○立位混合１
１位/藤巻高雄ｺｰﾁ

＊トーナメント戦
○知的障害男子
１位/櫻井 伸彬
３位/瀬口 大希

○知的障害女子
１位/薄井えりか
３位/石坂 梨紗

7月2日(日)第42回栃木県卓球選手権大会が
わかくさアリーナで開催され、SON･栃木から
９名のアスリートと藤巻コーチが参加しまし
た。この大会は、肢体･知的･聴覚･視覚･精神
など障害の種類によって７つの区分が設けら
れ、10～80代の男女約60名が出場しました。
日頃の練習の成果を発揮できる場として、

また、SO以外の選手たちと試合をすることで
良い経験ができたと思います。
次は9月9日(土)に行われるSON･栃木の卓球

競技会､そして11月5日に行われるSON･神奈川
の地区大会に向け、練習をしていきたいと思
います。 （薄井）

11月の地区競技会に向けて、SOバスケは障スポ女子との
練習試合を行いました。両チームは互角の実力で、１勝１
敗という白熱した結果になりました。アスリートは自分の
役割を果たし、チームの勝利に貢献しました。試合を通し
て、ルールの理解や体力強化など自分たちの課題を見つけ
ることができました。これらの課題を地区競技会に向けて
目標にし、今後の練習に励みます。障スポ女子から学んだ
ことを忘れずに、バスケットボールを楽しみながら、技術
とチームプレーの向上を目指します。 （大西）

バスケットプログラム 障スポと練習試合

７月2日(土) 青葉学園体育館にて
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